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事  業  報  告 

Ⅰ 事業概要 

１．重点実施事項 

（１）学生定員数の確保と現場に即したカリキュラム編成 

○ 平成２２年度の入学生は５６名（前年度５５名）で定員（５０名）を超え

ました。内訳は、総合養成科１８名（本科１年コース ９名、前期履修６

カ月コース ９名）、食肉販売科３８名（３.５カ月コース）でした。 

＜関係資料１-(２)＞ 

 

○ 教育訓練総時間数は、総合養成科（１年コース）は１，５７２時間（前年

度１,５９１時間）、食肉販売科（３.５カ月コース）が５２７時間（前年度

５２３.５時間）でした。このうち実習時間の割合は、それぞれ６７％、５

６％でした。＜関係資料１-(３)＞ 

 

（２）全教育課程の職業訓練認定 

○ 職業能力開発校としては、総合養成科１年コースが職業訓練の普通課程、

食肉販売科が職業訓練の短期課程に認定されています。本年度は新たに総

合養成科前期履修６カ月コースの認定申請をし、平成２３年度から全教育

課程が職業訓練として認定されます。 

 

（３）ＦＭＡセミナーと企業提携研修の拡大 

○ 本校が主催するＦＭＡ（Federal Meat Academy）セミナーは、８コース

を設定しました。総受講生は１３２名で、定員に対する受講率は８０％で

した（前年度は９７％）。＜関係資料２-(１)＞  

 

○ 企業提携研修は、２５法人に対して延５３回（前年 ２５法人、４７回）開

催しました。前年度に引き続き食肉卸・小売企業に対して社員資格制度へ

の支援を行いました。＜関係資料２-(２)＞ 

 

（４）食肉販売技術管理士と部分肉製造マイスター資格の充実 

○ 食肉販売技術管理士資格は、本校総合養成科（１年コース）９名の学生が

受験して８名が資格を取得しました。＜関係資料３-(１)＞ 
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○ 豚部分肉製造マイスター資格は、１５名が受験して９名が資格を取得しま

した。＜関係資料３-(２)＞ 

 

○ 本年度からスタートした牛部分肉製造マイスター資格は１３名が受験して

１０名が資格を取得しました。＜関係資料３-(３)＞ 

 

（５）通信教育講座の増設と衛生研修会の開催 

○ 通信教育講座の受講生は、「食肉流通実践コース」２２９名、「食肉の原価

計数管理コース」１５５名、本年度新設した「食肉関連法規コース」は８

９名で合計４７３名でした（前年度 ３７８名 前年度対比１２５％）。 

＜関係資料４-(１)＞ 

 

○ 食肉の品質・衛生知識の普及を目的とした研修会は、関連団体との連携によ

り、全国２４会場で開催し、６６４名が受講しました。 

＜関係資料４-(２)＞ 

 

（６）教育力の強化 

職業訓練大学校・大学の公開講座など外部指導機関が主催する研修会への参

加や、実践的技術の研鑽を目的として、若手専任講師に対して食肉現場での長

期研修（１カ月間）を行いました。 

 

 

（７）公益認定申請 

公益法人認定にむけて内閣府に対して申請書を提出しました。 

 

 

（８）施設投資 

本館・実習棟施設の改修は前年度に引き続き行い、館内放送機器の更新をし

ました。また、実習機械関係では金属探知機の更新をしました。 
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２．単年度収支の概要 

（１）平成２２年度の経営は、事業活動収入が２６５，３９３千円、事業活動支出

が２０１，１５２千円となり、事業活動収支差額は６４，２４１千円となり

ました（計画 ２８，９９５千円に対して３５，２４６千円の増加）。 

 

（２）投資活動収支において、事業運営積立資産に３０，０００千円積立（計画 １

３，１１９千円）、２３，１９９千円を次期繰越としました。この結果当期

収支差額は、４，５７３千円となりました（計画 △２３，１１９千円に対

して、２７，６９０千円の増加）。 

 

（３）この主な要因は、①効率的な経費支出 ②債券買替えによる基本財産運用益

の増加によります。 

 

（４）正味財産は、債券の時価評価導入にともなう評価損（△３２，４２４千円）

が発生しましたが、当期一般正味財産は１１７，６９３千円となり前年度に

比べて２，５７６千円増加しました。 
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Ⅱ．事業別概要 

１．教育事業 

（１）学生定員５０名に対して５６名が入学しました。しかし総合養成科１年コー

スは９名で、ここ数年で最も尐ない学生数でした。女子学生は食肉販売科に

６名です。総合養成科は、卒業後の食肉産業界への就職を目的とする学生が

多く見受けられる傾向にあります。 

 

（２）総合養成科の校外実習について、教育指定店企業から実習日数の増加の要請

があり（現行は週休二日制）次年度カリキュラムで反映させることとしまし

た。また、食肉販売科は、派遣先企業から期間短縮のための効率的カリキュ

ラム編成（具体的には５月の連休を返上して、６月末で卒業する）の要請が

あり、平成２４年度から実施することとしました。 

 

（３）総合養成科前期履修６カ月コースを正規のコースとして、職業訓練短期課程

の申請を行い認定されました。このことにより本校の全教育訓練コースが職

業訓練に認定されることとなりました。 

 

２．研修事業 

（１）ＦＭＡセミナーは、基礎コースの中に食肉の基礎知識講座を開講しましたが、

受講率は２８％と低調でした。反面、基礎コースで実技主体の講座は好評で

した。ＦＭＡセミナーの周知徹底と受講推進に課題を残しました。 

 

（２）企業提携研修は、２５法人と開催しました。部分肉製造企業を対象とした牛・

豚部分肉製造初級研修は２週間の長期研修ですが、１１法人から受講があり

ました。また、前年度に引き続き食肉企業の社員資格制度を支援する為に、

社内インストラクター育成の研修を行いました。 

 

（３）提携企業数が停滞しており、食肉企業や関連企業に対しての新規企業開拓を

強化することと併せて、企業ニーズを取り込むための多様な研修カリキュラ

ムの作成が課題です。 
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３．資格認定 

（１）食肉販売技術管理士 

本年度はＦＭＡセミナーに資格試験のための講座を開設しましたが受講者

数は７名と低調でした。総合養成科の卒業試験としての性格が強くなってお

り、合格率は高くなってきています。一般企業への浸透をはかるための資格

制度の検討が必要です。 

 

（２）部分肉製造マイスター 

本年度から牛部分肉製造マイスターを立ち上げて、全国で１３名の受験が

ありました。また、新規に４企業からの受験がある一方で、初年度から継続

受験している企業では合格率が下がってきています。食肉製造現場でのＯＪ

Ｔの活性化のために、マイスター資格保有者に対する指導者研修会を開催な

どと連動した取り組みが必要です。 

 

（３）消費者向け資格 

全国食肉事業協同組合連合会と連携して消費者に対する食肉資格制度の創

設（「お肉博士」）準備を開始しました。 

 

 

４．特別事業 

（独立行政法人 農畜産業振興機構の補助事業） 

（１）通信教育事業 

    新規講座として「食肉関連法規コース（３カ月コース テキスト２冊）」を

開講し、通信教育講座は３コースになりました。関連法規の受講者数は８９名

で周知徹底が課題です。 

    講座をフォローするために一日学集会は２７名が参加し、本校での２泊３日

のスクーリングには４１名が参加をしました。 

 

（２）衛生研修会 

    全国食肉事業協同組合連合会・全国食肉生活衛生同業組合連合会などと連携

して、食肉センターや小売企業を中心に全国２４カ所で開催して６６４名が受

講しました。 

 

（３）と畜処理技術検討委員会 

    肉豚のと畜処理時の電撃における一頭ごとの正確な電圧と電流の計測を確

立しました。 
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Ⅲ．学校運営 

１．公益法人制度改革への取組み 

平成２３年１月に臨時総会を開催して、公益法人移行申請のための申請書と、

それに関連する定款変更案など関連議案の承認を受け、３月に公益認定法人への

移行認定申請書を内閣府に提出しました。 

 

 

２．財務管理 

（１）入会預り金を毀損させないことを原則として、資金運用規程に基づき健全な

資金運用に努めました。 

 

（２）基本財産運用収入の安定化と平均利率の底上げをはかるために、債券の組換

えをおこない、引き続き超長期国債等の運用をしました。 

 

 

３．施設管理 

研究研修棟の施設および土地を譲渡しました。 

 

 

４．広報宣伝活動 

（１）食肉産業展に出展して学校ＰＲに努めました（平成２２年４月） 

 

（２）ホームページによる、学校ＰＲの強化を目指しましたが、的確な更新が出来

ず広報活動の強化には課題を残しました。 

 

 

５．同窓会組織 

（１）京都・滋賀地区でＯＢ１６名が参加して同窓会を開催しました。 

 

（２）同窓会組織再構築に向けて専任担当を置き総会の準備を進めました。 
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６．理事の増員 

   学校運営態勢強化のために理事（非常勤）を２名増員しました（現 １２名） 

 

７．業務機構の変更 

     研究研修所の譲渡に伴い業務執行単位を２部制（総務部、教務部）とし、研究

部門を教務部の下部単位としました。 

 

８．地域とのつながり＜関係資料６＞ 

（１）総合養成科、食肉販売科の卒業記念として、学生が製造した食肉製品の即売

会をしました。 

 

（２）食育教育の一環として、小学生を対象とした「親子クッキング教室」（豚枝

肉の脱骨とソーセージづくり）を開催しました（２７名参加）。 

 

（３）安中総合学園高校の学生に対して、ソーセージ製造など食肉加工実習を行い

ました（２２名参加）。 
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Ⅳ．関係資料 

１．教育事業 

（１）入学・卒業期日 

科 入学期日 卒業期日 修了期日 

総合養成科 4月 7日 3月 4日 9月 30日 

食肉販売科 4月 7日 7月 16日  

 

（２）入学・卒業・修了生数                 

（単位:名）    

科 

区分 
総合養成科 食肉販売科 合 計 

本 

 

年 

 

度 

入 

 

 

学 

入  学  生  数 18 38 56 

出 

 

身 

会 員 ・同 出 資 企 業 0 26 26 

食 肉 関 連 企 業 2 8 10 

食肉専門店等後継者 12 4 16 

一     般 4 0 4 

海     外 0 0 0 

卒 

業 

修  了  生  数 9 － 9 

卒  業  生  数 9 38 47 

累 

計 

修  了  生  数 48 － 48 

卒  業  生  数 1,618 349 2,077 

（注）1．修了生とは、総合養成科前期課程を修了した学生である。 
2．累計は、開校以来の合計数である。（食肉加工科 110 名を含む） 
3．会員・同出資企業とは、会員及び会員が出資している企業（子会社等） 

 

（３）修学時間数 

（単位:時間） 

区分 

 

科 

学 科 実 技 

計 
前期 後期 

前期 

〈校内〉 

後期 

〈校内〉 〈校外〉 計 

総合養成科 
22年度 365.5 156.5 460.0 134.0 456.0 590.0 1572.0 

21年度 370.5 160.5 434.0 130.0 496.0 626.0 1591.0 

食肉販売科 
22年度 232.0 295.0 (51.0) 295.0 527.0 

21年度 234.0 289.5 (57.0) 289.5 523.5 

（注）食肉販売科の校外実習は選択制である。 
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（４）校外実習先派遣学生数 

（単位:名）     

教育指定店 本社所在地 主な業態 
実 習 生 数 

総合 販売 計 

(株)コモディイイダ 東京都北区 量販店 1 12 13 

(株)紀ノ國屋フードセンター 東京都国立市 量販店 1 7 8 

(株)人形町今半 東京都中央区 食肉小売業 1 3 4 

サトウ食品（株） 東京都北区 食肉小売・飲食業 1 2 3 

(資)村上商店 東京都武蔵野市 食肉加工・小売業 2 1 3 

(株)モリタ屋 京都府京都市 食肉小売・卸売業 0 1 1 

杉本食肉産業(株) 愛知県名古屋市 食肉小売・卸売業 0 2 2 

松阪ハム(株) 三重県津市 食肉加工業 0 0 0 

京の焼肉処 弘 京都府京都市 飲食業 1 0 1 

(株)豚市 愛知県豊田市 食肉小売・卸売業 1 0 1 

㈱群馬県食肉卸売市場 群馬県佐波郡 食肉卸売業 1 0 1 

㈱カミチク 東京都港区 食肉卸売業 0 1 1 

合             計 9 29 38 

注記：科別実習期間 

① 総合養成科（10 月 8日～12 月 28 日） 

② 食肉販売科（ 6 月 4日～ 6 月 12 日） 

なお、食肉販売科 38 名のうち 8名は商品づくり実習を本校において実施した。 

 

 

（５）卒業生の就職概況 

                          （単位：名） 

業 種 就職数 

小売専門店 3 

食肉卸売業 4 

量販店 1 

食品加工 1 

計 9 
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２．研修事業 

（１）ＦＭＡセミナー 

               （単位：名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）企業提携研修 

 

月 法  人  名 

４ 杉本食肉産業㈱(３回)、カナダ大使館、日本メープルリーフフーズ㈱ 

５ 杉本食肉産業㈱（４回）、 ㈱茨城畜産商事 

６ (社)日本食肉格付協会、 杉本食肉産業㈱、 ＪＡ高崎ハム㈱ 

７ カナダポークインターナショナル、 農水省消費・安全局、 総合食品エスイー㈱、 部分肉製造企業 

８ 東京農業大学、 長野県農協直販㈱ 

９ 東京農業大学、 杉本食肉産業㈱（3回）、 長野県農協直販㈱、 ㈱群馬県食肉卸売市場 

１０ 
部分肉製造企業、 日本メープルリーフフーズ㈱、 杉本食肉産業㈱、 ㈱岩手畜産流通センター、 

スターゼン㈱、 九州管内系統食肉センター協議会 

１１ 
カナダポークインターナショナル、 スターゼン㈱、 カナダビーフ輸出連合会、 

安中総合学園高等学校、 日本メープルリーフフーズ㈱ 

１ スターゼン㈱、 カナダポークインターナショナル 

２ 
㈱つきプランニング、 ㈱大分県畜産公社、 カナダビーフ輸出連合会、 ＪＡ全農いしかわ、 

全国食肉センター協議会、 スターゼン㈱、 関西イシダ㈱ 

３ 
ＪＡ全農ミートフーズ㈱、 カナダポークインターナショナル(３回)、 日本メープルリーフフーズ㈱、 

九州管内系統食肉センター協議会、 Springhill、 スターゼン㈱ 

合 計 実施企業数  25法人      実施回数  53回 

日程 講座名 定員 参加者 

基
礎
コ
ー
ス 

1 6/23 原価計数管理セミナー 25 22 

2 9/1～3 食肉基礎セミナーⅠ（牛肉編） 20 28 

3 9/6～8 食肉基礎セミナーⅡ（豚肉編） 20 22 

4 9/13～15 食肉基礎セミナーⅢ（加工品編） 20 17 

5 10/12～13 食肉基礎セミナーⅣ（知識速習編） 25 7 

応
用
コ
ー
ス 

6 10/5～6 精肉販売促進セミナー 20 7 

7 10/13～14 焼肉店の商品づくり実践セミナー 15 10 

8 2/7～11 加工品製造ステップアップセミナー 20 19 

計 165 132 
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３．資格認定 

（１）食肉販売技術管理士認定試験 

                           （単位：名、％） 

受験者 合格者 合格率 

９ 8 88.9 

 

（２）豚部分肉製造マイスター認定試験 

                           （単位：名、％） 

受験者 合格者 合格率 

15 9 60.0 

 

（３）牛部分肉製造マイスター認定試験 

                           （単位：名、％） 

受験者 合格者 合格率 

13 10 76.9 

 

 

４．特別事業 

（１）通信教育講座 

①コース別受講生 

                            （単位：名、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース名 定員 受講者 修了者 修了率 

食肉流通業務実践コース 

22年度 

200 
229  207  90.4 

21年度 250  222  88.8 

食肉の原価計数管理コース 

22年度 

100 
155 145 93.5 

21年度 128 115  89.8 

食肉関連法規コース 

22年度 50 89 80 89.9 

21年度 ― ― ―  ― 

計 

22年度 350 473 432 91.3 

21年度 300 378  337 89.2 
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②１日学習会及びスクーリング参加者 

（単位：名） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）衛生研修会 

（単位：名）  

研修会名 開催期 開催日 
主な 

内容 
会場 参加者 

地方食肉センター等 

衛生研修会 

第 1 

第 2 

第 3 

第４ 

第５ 

8/21 

9/15 

10/28 

10/29 

2/10 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

筑波研修センター 

群馬県食肉卸売市場 

ミヤチク 都農工場 

ミヤチク 高崎工場 

北海道畜産公社 

89 

47 

14 

30 

25 

食肉衛生研修会 

＜豚肉＞ 

 

＜牛肉＞ 

 

第 1 

第 2 

11/4-5 

1/17-18 

実技 

実技 

本校 

本校 

18 

23 

第 1 

第 2 

11/8-9 

1/27-28 

実技 

実技 

本校 

本校 

8 

16 

食肉産業指導育成研修会 

＜豚肉＞ 
 3/14-15 実技 

本校 

東日本震災のため中止 
― 

小売向け食肉衛生研修会 15回 10/14-2/23 講義 全国 15会場 394 

計 24回 24会場 664 

 

 

 

コース名 １日学習会 スクーリング 

食肉流通業務実践コース 

22年度 23 41 

21年度 41 30 

食肉の原価計数管理コース 

22年度 2 ― 

21年度 3 ― 

食肉関連法規コース 

22年度 2 ― 

21年度 ― ― 

計 

22年度 27 41 

21年度 44 30 



- 13 - 

５．同窓会組織への支援 

（単位：名）  

 

 

 

 

 

 

６．地域とのつながり 

    

実施内容 実施日 主  催 活動内容 

食肉製品即売会 

(食肉販売科卒業記念感謝祭) 
7/11 本校 学生の学習成果発表 

親子クッキング教室 8/28 本校 食育教育 

群馬県立安中総合学園高校 11/17 本校 食肉加工実習 

食肉製品即売会 

(総合養成科卒業記念感謝祭) 
2/27 本校 学生の学習成果発表 

 

 

７．学生の表彰 

 （１）学校長賞 

 

賞 総合養成科 
総合養成科 

前期履修コース 
食肉販売科 

優 秀 賞 3名 1名 3名 

優 良 賞 － 1名 4名 

技 能 賞 1名 － － 

努 力 賞 1名 1名 7名 

特 別 賞 － － 1名 

 

開催支部 開催日 場所 参加者 

京都・滋賀地区 10/23 京都府京都市 16 
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 （２）褒賞 

 

褒  賞  名 総合養成科 
総合養成科 

前期履修コース 
食肉販売科 

農林水産省生産局長賞 1名 － 1名 

群馬県知事賞 1名 1名 1名 

(独)農畜産業振興機構理事長賞 1名 － 1名 

群馬県職業能力開発協会長賞 1名 － 4名 
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Ⅴ．主な報告事項 

１．会員の異動 

 前年度末 入会 脱退 期末 

会員 22 0 0 22 

 

２．役員の異動 

区 分 前年度末 就 任 辞 任 期 末 

常 勤 理 事 2 0 0 2 

非常勤理事 8 4 2 10 

監 事 2 1 1 2 

計 12 5 3 14 

 

３．学校運営委員会委員の異動 

 前年度末 就任 辞任 期末 

運営委員 7 3 3 7 

 

４．職員の異動 

増減 前年度末 増 減 期末 

            性別 

区 分  
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

総 務 部 4 2 6 0 0 0 0 0 0 4 2 6 

教 務 部  5 0 5 2 0 2 2 0 2 

7 0 7 

研究研修所 1 0 1 1 0 1 0 0 0 

計 10 2 12 3 0 3 2 0 2 11 2 13 
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５．主要業務・行事等 

 

月 日 事          項 

４ １ 

    ７ 

２７ 

平成２３年度学生募集開始 

総合養成科第４６期生・食肉販売科第２１期生入学式 

平成２１年度事業監査（会計） 

５ １１ 平成２１年度事業監査（業務） 

６  １ 

１ 

１ 

１８ 

平成２３年度入学者願書受付開始 

第１回理事会（総会上程議案の審議他） 

第３６回通常総会（決算、予算他） 

通信教育講座検討委員会 

７ １１ 

１６ 

２０ 

２６ 

卒業記念感謝祭 

食肉販売科第２１期生卒業式 

第２回理事会＜書面＞（総会上程議案の審議） 

第１・四半期監事監査 

８ １ 

２４ 

平成２２年度通信教育講座開講(実践・原価・法規・３コース) 

臨時総会＜書面＞〈役員の補欠選任〉 

９ 30 総合養成科前期履修コース修了式 

１１ ４ 

１５ 

第２・四半期監事監査 

業務監査 

１ １４ 

１８ 

２１ 

２８ 

１７～２８ 

２９ 

総合養成科校外実習体験発表会 

第３回理事会（総会上程議案の審議他） 

第３・四半期監事監査 

臨時総会〈役員の補欠選任他〉 

食肉販売技術管理士技能講習会 

食肉販売技術管理士資格認定試験 

２ ２ 

７～１２ 

２７ 

業務監査 

オーストラリア食肉研修 

卒業記念感謝祭 

３ ４ 

８～１０ 

総合養成科第４６期生卒業式 

通信教育講座スクーリング 

 


